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/3
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2
0
1
5
年

2
月

2
0
日

東
京

ス
プ

リ
ン

グ
カ

ン
フ

ァ
ラ

ン
ス

海
外

在
留

邦
人

の
睡

眠
呼

吸
障

害
（
SD

B）
の

現
状

と
そ

の
対

策

吉
嶺

裕
之

１
）
、

千
葉

伸
太

郎
２

）
、

小
澤

寛
樹

３
）
、

成
井

浩
司

４
）

１
）

社
会

医
療

法
人

春
回

会
井

上
病

院
内

科
１

）
社

会
医

療
法

人
春

回
会

井
上

病
院

内
科

２
）

太
田

総
合

病
院

睡
眠

セ
ン

タ
ー

３
）

長
崎

大
学

病
院

精
神

神
経

科
お

よ
び

株
式

会
社

ア
ン

ド
メ

ン
タ

ル
４

）
国

家
公

務
員

共
済

連
合

会
虎

の
門

病
院

睡
眠

セ
ン

タ
ー

構
成

•
睡

眠
呼

吸
障

害
（
S
D

B
）
に

つ
い

て
の

総
論

•
海

外
在

留
邦

人
の

S
D

B
の

問
題

•
C

P
A

P
診

療
へ

の
遠

隔
医

療
の

適
応

に
つ

い
て

睡
眠

時
無

呼
吸

症
候

群
S
le

e
p 

A
pn

e
a 

S
yn

dr
o
m

e
 (
S
A

S
)

•
睡

眠
時

無
呼

吸
：

睡
眠

中
に

上
気

道
が

閉
塞

し
、

呼
吸

が
停

止
す

る
状

態
。

低
酸

素
血

症
を

招
く

。
ま

た
、

呼
吸

再
開

時
に

覚
醒

が
お

こ
る

た
め

、
睡

眠
が

分
断

さ
酸

素
症

を
招

く
。

ま
、

呼
吸

再
開

時
覚

醒
お

る
、

睡
眠

分
断

さ
れ

、
日

中
の

過
剰

な
眠

気
の

原
因

と
な

る
。

•
危

険
因

子
：

体
重

増
加

・
肥

満
・
小

顎
・
閉

経
後

女
性

な
ど

•
疫

学
：

日
本

人
成

人
男

性
の

１
-
２

割
が

中
等

症
以

上
の

S
A

S
と

の
報

告
あ

り
。

推
定

日
本

全
国

に
約

５
０

０
万

人
。

•
合

併
症

：
高

血
圧

・
狭

心
症

・
脳

卒
中

・
糖

尿
病

・
う

つ
病

・
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
症

候
群

な
ど

を
合

併
し

や
す

く
、

重
症

S
A

S
患

者
は

短
命

。
突

然
死

も
あ

る
。

•
診

断
：

睡
眠

中
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
必

要
。

G
o
ld

S
ta

nd
ar

d
は

入
院

下
で

の
睡

眠
ポ

リ
グ

ラ
フ

検
査

(P
S
G

）
だ

が
、

し
ば

し
ば

在
宅

検
査

（
O

C
S
T
)も

用
い

ら
れ

る
。

•
治

療
：

減
量

・
飲

酒
制

限
・
口

腔
内

装
置

（
マ

ウ
ス

ピ
ー

ス
）
・
扁

桃
摘

出
術

・
顎

顔
面

の
手

術
・
C

P
A

P
（
シ

ー
パ

ッ
プ

）

持
続

的
陽

圧
換

気
療

法
C

o
n
ti
n
u
o
u
s 

p
o
si

ti
ve

 a
ir
w

ay
 p

re
ss

u
re

 (
C

P
A

P
)
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C
P
A
P
装

置
の

医
療

保
険

シ
ス
テ
ム

患
者

健
康
保
険

C
P
A
P

業
者

保
険

医
療

•
定

期
外

来
受

診
•

治
療

の
指
導

管
理

•
処

方
変

更
…

等
•

機
器

点
検
業

務
•

消
耗

品
供
給

(マ
ス
ク
等

)
保

険
支

払
支

払
基
金

1
,4
6
0
点
相

当
3
割

負
担

で
4
3
8
0円

1
0
,2
2
0
円

業
者

機
関

機
器

レ
ン
タ
ル

料

8
,0
0
0
－

1
1
,0
0
0円

？

(7
割

相
当

)

日
本

国
内

C
P
A
P
レ
ン
タ
ル
市

場
規

模
は

年
率
1
0
％
前

後
の

増
加

基
調

で
、

現
在

日
本

国
内

で
約

3
0
万

人
が

C
P
A
P
治

療
を
受

け
て
い
る
。

海
外
在
留
邦
人
の
CP
AP

治
療
事
情

海
外

に
長

期
滞

在
す
る
場

合
、
日

本
の

保
険

医
療

機
関

を
定

期
受

診
で
き
な
い
た
め
、
皆

保
険

制
度

下
で
の

治
療

継
続

が
不

可
能

と
な
り
、

で
き
な
い
た
め
、
皆

保
険

制
度

下
で
の

治
療

継
続

が
不

可
能

と
な
り
、

以
下
の
よ
う
な
選
択
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

1
.

代
理

受
診

⇒
患
者
家
族
や
知
人
が
代
理
で
医
療
機
関
を
受

診
し
診
療
費
を
払
う
こ
と
で
、
保
険
診
療
を
継
続
す
る
。

2
.

C
P
A
P
の

購
入

⇒
英
語
と
格

闘
し
つ
つ
、
海
外
の
通

販
サ
イ
ト

な
ど
か

ら
高

額
の

C
P
A
P
の

購
入

を
行

う
こ
と
に
な
る
。
医

師
の
処
方
箋
が
必
要

の
処
方
箋
が
必
要

。

3
.

治
療

断
念

⇒
S
A
S
関

連
症

状
（
仕

事
の

能
率

低
下

）
の

再
燃

、
S
A
S
関

連
疾

患
の

再
増

悪
、
重

症
S
A
S
患

者
の

場
合

心
血

管
系
イ
ベ
ン
ト
な
ど
S
A
S
関

連
疾
患

の
発
症

の
リ
ス
ク
が

高
ま
る
。

研
究
目
的

•
海

外
在
留
邦
人
を
対
象
と
し
、
睡
眠
や
健
康
関
連

Q
O
Lに

関
す
る
質
問
票
調
査
お
よ
び
在
宅
無
呼
吸

Q
O
Lに

関
す
る
質
問
票
調
査
お
よ
び
在
宅
無
呼
吸

検
査

を
行

な
い
、
睡

眠
呼

吸
障
害

の
現

状
と
問

題
点

を
明
ら
か
に
す
る
。

•
ま
た
、
上
海
に
お
け
る
「
SA

Sに
特

化
し
た
外

来
」
を

開
設
し
、
SA

S患
者

に
対

す
る
治

療
介

入
を
行

な
い
、

そ
の
有
用
性
を
検
討
す
る

そ
の
有
用
性
を
検
討
す
る
。

•
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
海
外
在
留
邦
人
へ
の
遠
隔
医
療

を
用
い
た
救
済
方
法
を
模
索
し
ま
す
。
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海
外

在
留

邦
人

を
対

象
と

し
た

調
査

研
究

方
法

•
対

象
地

：
中

国
（
上

海
）
お

よ
び

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

（
ジ

ャ
カ

ル
タ

）

•
対

象
者

：
在

留
邦

人
成

人
男

性
。

上
海

は
企

業
単

位
。

ジ
ャ

カ
ル

タ
は

希
望

者
。

•
調

査
期

間
：

２
０

１
３

年
８

月
～

継
続

中

啓
動

海
外

在
留

邦
お

び
地

療
機

向
啓

お
び

本
•

啓
発

活
動

：
海

外
在

留
邦

人
お

よ
び

現
地

医
療

機
関

向
け

に
、

S
A

S
の

啓
発

お
よ

び
本

研
究

に
関

す
る

講
演

会
お

よ
び

情
報

提
供

を
行

っ
た

。

•
質

問
票

：
個

人
識

別
情

報
・
既

往
歴

・
海

外
勤

務
状

況
・
食

習
慣

や
運

動
習

慣
の

変
化

・
S
A

S
関

連
症

状
・
健

康
関

連
Q

O
L
（
S
F
-
3
6
）
な

ど
。

S
F
-
3
6
は

、
以

下
の

8
つ

の
下

位
尺

度
に

つ
い

て
二

カ
国

間
の

比
較

を
行

っ
た

。
P

F
: 
身

体
機

能
、

R
P

: 
日

常
役

割
機

能
（
身

体
）
、

B
P

: 
体

の
痛

み
、

G
H

: 
全

体
的

健
康

感
、

V
T
: 
活

力
、

S
F
: 
社

会
生

活
機

能
、

R
E
: 
日

常
役

割
機

能
（
精

神
）
、

M
H

: 
心

の
健

康

•
睡

眠
検

査
：

自
宅

に
て

簡
易

ポ
リ

グ
ラ

フ
（
P

M
P

-
3
0
0
E
; 
パ

シ
フ

ィ
コ

メ
デ

ィ
コ

社
）
を

装
着

し
て

頂
き

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

お
よ

び
日

本
睡

眠
総

合
検

診
協

会
の

サ
ー

バ
ー

な
ど

を
利

用
し

簡
易

ポ
リ

グ
ラ

フ
の

デ
ー

タ
の

送
受

信
を

行
っ

た
。

•
集

計
及

び
報

告
：
回

収
し

た
質

問
票

お
よ

び
簡

易
ポ

リ
グ

ラ
フ

検
査

結
果

を
井

上
病

院
に

て
解

析
し

、
報

告
書

を
メ

ー
ル

に
て

送
信

し
た

。

•
「
要

治
療

者
」
に

関
し

て
は

、
現

地
医

療
機

関
受

診
を

す
す

め
た

。
C

P
A

P
提

供
方

法
に

つ
い

て
、

現
在

検
討

中
で

あ
る

。

•
な

お
、

一
連

の
本

研
究

内
容

に
つ

い
て

、
長

崎
大

学
倫

理
委

員
会

の
承

認
を

得
た

。

海
外

在
留

邦
人

医
療

支
援

シ
ス

テ
ム

S
A

S
検

査 駐
在

員

現
地

日
系

企
業

海 外

②
デ

ー
タ

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

①
簡

易
ポ

リ
グ

ラ
フ 現
地

医
療

機
関

な
ど

⑤
報

告
書

⑥
報

告
書

外
①

W
eb

問
診

票

S
S
L

日
本

睡
眠

総
合

検
診

協
会

サ
ー

バ
ー

井
上

病
院

④
報

告
書

③
解

析

日 本
V
P
N

診
療

内
容 在

宅
無

呼
吸

検
査

施
行

１
．

在
宅

無
呼

吸
検

査
施

行
２

．
C

P
A

P
導

入
３

．
C

P
A

P
メ

モ
リ

ー
デ

ー
タ

チ
ェ

ッ
ク

お
よ

び
ト

ラ
ブ

ル
シ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

４
．

禁
煙

外
来

海
外

在
留

邦
人

の
現

状
と

対
策

•
海

外
在

留
邦

人
の

中
に

は
睡

眠
呼

吸
障

害
に

罹
患

し
現

地
で

治
療

開
始

が
望

ま
し

い
患

者
、

海
外

赴
任

に
伴

い
や

む
な

く
C

P
A

P
治

療
を

開
始

が
望

ま
し

い
患

者
、

海
外

赴
任

に
伴

い
や

む
な

く
C

P
A

P
治

療
を

断
念

し
た

患
者

が
潜

在
的

に
多

数
い

る
も

の
と

推
測

さ
れ

る
。

•
上

海
で

は
「
日

本
の

診
療

ス
タ

イ
ル

」
で

C
P

A
P

外
来

を
行

う
こ

と
で

、
高

い
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

を
維

持
で

き
る

印
象

を
受

け
た

。

•
こ

れ
か

ら
は

、
世

界
中

に
い

る
未

診
断

・
未

治
療

の
S
D

B
患

者
に

現
地

で
診

断
と

治
療

が
可

能
な

シ
ス

テ
ム

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

日
本

で
す

で
に

C
P

A
P

を
導

入
し

て
い

る
患

者
に

対
し

て
も

継
続

し
た

治
療

で
す

で
に

C
P

A
P

を
導

入
し

て
い

る
患

者
に

対
し

て
も

継
続

し
た

治
療

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
仕

組
み

づ
く

り
（
保

険
適

応
を

含
む

）
が

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

。

キ
ー

ワ
ー

ド
：

IC
T
を

用
い

た
遠

隔
医

療
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4 4

理
想

と
す

る
S
A

S
治

療

海
外

在
留

邦
人

海

現
地

医
療

機
関

（
現

地
医

師
・
邦

人
医

師
）

D
to

D

海 外

遠
隔

診
療

( 
D

 t
o
 P

 )

対
面

診
療

S
A

S
専

門
医

D
 t

o
 D

日 本

問
題

点

海
外

の
Ｓ

Ａ
Ｓ

患
者

に
対

し
て

行
う

Ｃ
Ｐ

Ａ
Ｐ

療
法

の
遠

隔
海

外
の

Ｓ
Ｓ

患
者

に
対

し
て

行
う

Ｃ
療

法
の

遠
隔

診
療

は
合

法
か

？

海
外

の
Ｓ

Ａ
Ｓ

患
者

に
対

し
て

行
う

Ｃ
Ｐ

Ａ
Ｐ

療
法

の
遠

隔
診

療
に

つ
い

て
、

保
険

請
求

は
可

能
か

？

日
本

国
内

で
の
CP
AP

治
療

の
問

題

•
離

島
・
へ

き
地

在
住

（
高

齢
者

が
多

い
）
の

方
は

、
SA

S専
門

医
療

機
関

の
受

診
が

困
難

で
治

療
SA

S専
門

医
療

機
関

へ
の

受
診

が
困

難
で

、
治

療

中
断

と
な

る
こ

と
が

あ
る

。
そ

の
結

果
、

高
率

に
合

併
症

を
発

症
し

う
る

。

•
認

知
症

を
有

す
る

高
齢

者
の

増
加

に
よ

り
、
CP
AP

の
操

作
を

最
小

限
に

す
る

事
が

求
め

ら
れ

る
。

の
操

作
を

最
小

限
に

す
る

事
が

求
め

ら
れ

る
。

IC
T
を

用
い

た
C

P
A

P
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

評
価

を
保

険
算

定
要

件
の

一
つ

に
で

き
な

い
か

？

問
題

点

海
外

の
Ｓ

Ａ
Ｓ

患
者

に
対

し
て

行
う

Ｃ
Ｐ

Ａ
Ｐ

療
法

の
遠

隔
海

外
の

Ｓ
Ｓ

患
者

に
対

し
て

行
う

Ｃ
療

法
の

遠
隔

診
療

は
合

法
か

？

海
外

の
Ｓ

Ａ
Ｓ

患
者

に
対

し
て

行
う

Ｃ
Ｐ

Ａ
Ｐ

療
法

の
遠

隔
診

療
に

つ
い

て
、

保
険

請
求

は
可

能
か

？

ま
ず

は
、

国
内

に
お

け
る

C
P

A
P

治
療

に
対

す
る

遠
隔

診
療

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

す
る

こ
と

が
必

要
で

は
？
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健
政
発
第
１
０
７
５
号

一
部
改
正
平
成
２
３
年
３
月
３
１
日

CP
AP

治
療
は
遠
隔
診
療
の

対
象
疾
患
と
な
り
う
る
か

＜
基
本
的
考
え
方

＞

療
法
第

条
等

お
け
る
「
診

察
と

吉
嶺

私
案

使
用
状
況
を

す
メ

局
長

通
知

•
医

療
法
第
2
0
条
等
に
お
け
る
「
診

察
」
と

は
、
問
診
、
視
診
、
触
診
、
聴
診
そ
の
他

手
段
の
如
何
を
問
わ
な
い
が
、
現
代
医
学

か
ら
見
て
、
疾
病
に
対
し
て
一
応
の
診
断

を
下

し
得

る
程

度
の

も
の

を
い
う
。

•
し
た
が
っ
て
、
対
面
診
療
に
代
替
し
得
る

程
度
の
患
者
の
心
身
の
状
況
に
関
す
る

有
用
な
情
報
が
得
ら
れ
る
場
合
に
は
、
遠

隔
診
療
を
行
う
こ
と
は
直
ち
に
医
師

法
第

•
CP
AP

の
使
用
状
況
を
示
す
メ
モ

リ
ー
デ
ー
タ
の
活
用
が
代
替
と

な
る
の
で
は
な
い
か
？

隔
診
療
を
行
う
こ
と
は
直
ち
に
医
師

法
第

2
0
条

等
に
抵

触
す
る
も
の

で
は

な
い
。

CP
AP

治
療
は
遠
隔
診
療
の
対
象
疾
患
と
な
り
う
る
か

＜
留
意
事
項

＞

局
長

通
知

初
診

及
び
急
性
期
の
疾
患
に
対
し
て
は

原
則

吉
嶺

の
解

釈

初
回

は
対

面
診

療
•

初
診
及
び
急
性
期
の
疾
患
に
対
し
て
は

、
原
則

と
し
て
対
面
診
療
に
よ
る
こ
と
。

•
直
接
の
対
面
診
療
を
行
う
事
が
出
来
る
場
合

に
は
、
こ
れ
に
よ
る
こ
と
。

•
上
記
に
か
か
わ
ら
ず
、
以
下
の
場
合
に
つ
い
て
、

患
者

側
の
要
請
に
基
づ
き
、
直
接
の
対
面
診

療
と
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
と
き
は
、

遠
隔
診
療
に
よ
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
こ
と
。

–
離
島
や
へ
き
地
な
ど
、
直
接
の
対
面
診
療

初
回

は
対

面
診

療
二

回
目

か
ら

遠
隔

診
療

(
D
 t
o
 P

)

対
象

は
、

離
島

・
僻

地
・

そ
し

て
海

外
？

を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合

–
直
近
ま
で
相
当
期
間
に
わ
た
っ
て
診
療
を

継
続
し
て
き
た
慢
性
期
疾
患
の
患
者
な
ど

病
状
が
安
定
し
て
い
る
患
者
に
対
し
て
、

患
者
の
病
状
急
変
時
な
ど
の
連
絡
・
対
応

体
制
を
確
保
し
た
上
で
実
施
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
患
者
の
療
育
環
境
の
向
上
が
認

め
ら
れ
る
場
合

対
象

は
、

離
島

僻
地

そ
し

て
海

外
？

高
い

C
P
A
P
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

を
有

す
る

C
P
A
P
ユ

ー
ザ

ー
？

患
者

居
住

地
に

あ
る

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

病
院

と
の

連
携
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遠
隔
診
療
に
よ
る
CP
AP

治
療
は
、

診
療
報
酬
の
対
象
疾
患
と
な
り
う
る
か
？

厚
生

労
働

省
保

健
局

医
療

課

診
療
報
酬

原
則

吉
嶺

の
解

釈

•
診

療
報
酬
の
原
則

①
次
の
要
素
を
満
た
す
場
合
に
点
数
を
設
定

a.
疾
病
・
負
傷
に
対
す
る
治
療
行
為
で

あ
る
こ
と

b.
有
効
性
・
安
全
性
等
が
科
学
的
に
確

立
さ
れ
て
い
る
こ
と

②
対
面
診
療
に
対
す
る
も
の
が
原
則

遠
隔
医
療
に
よ
る
治
療

ま
さ
に
S
A
S
に
対
す
る

C
P
A
P
療
法
そ
の
も
の

•
遠
隔
医
療
に
よ
る
治
療

–
対
面
診
療
が
原
則
で
あ
り
、
遠
隔
医
療
は

あ
く
ま
で
補
完
的
な
役
割
の
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
診
療
報
酬
上
の
評
価
の
た
め
に

は
、
対
面
診
療
に
比
べ
て
、
患
者
に
対
す

る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
上
が
る
と
い
う

科
学
的
な
デ
ー
タ
が
必
要
。

IC
T
を
用
い
た
睡
眠
遠
隔
診
療
が

対
面
診
療
と
遜
色
な
い
と
い
う

エ
ビ
デ
ン
ス
が
必
要
？

ま
と
め

•
日

本
人

の
生

活
様

式
の

変
化

、
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の

結
果

従
来

の
皆

保
険

制
度

で
は

カ
バ

シ
ョ
ン
の

結
果

、
従

来
の

皆
保

険
制

度
で
は

カ
バ

ー
で
き
な
く
な
っ
た
邦
人
へ
の

対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

•
「
睡

眠
遠

隔
医

療
分

科
会

」
と
し
て
は

、
日

本
国

内
外

の
邦

人
を
対

象
と
し
、
IC
Tを

利
活

用
し
た
CP
AP

治
療

の
有

用
性

や
安

全
性

、
経

済
性

（
CP
AP

診
療

費
削
減
）
に
関

す
る
研

究
を
企
画

実
行

し
そ
れ
ら
の

削
減
）
に
関

す
る
研

究
を
企
画

、
実

行
し
、
そ
れ
ら
の

結
果

を
中

医
協

・
厚

労
省

に
提

言
し
て
い
く
こ
と
を
検

討
し
た
い
。
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20
15

年
3月

23
日

20
15

年
3月

23
日

群
馬
大
学
医
学
部
付
属
病
院

長
谷
川

高
志

見
守
り
と
国
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
制
度

•
日

本
の

ヘ
ル

ス
ケ
ア
は

、
社

会
保

障
財
源

と
行
政

組
織
の

分
担

か
ら
４
領

域
=保

健
、
医

療
、
介

護
、
福

祉
が

存
在
す
る
。

–
保

健
：
保

健
師

な
ど
の

保
健

活
動

保
健

保
健

師
な

保
健

活
動

•
保

健
・
衛

生
の

理
論

（
ヘ
ル

ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
行

動
変
容

）
が
あ
る
。

•
地

域
の

健
康

指
導

や
管

理
を
行
う
。

•
自

治
体

等
の

活
動

基
盤

が
あ
る
。
自

治
体

職
員

の
保

健
師

が
多

い
。

–
医

療
：
医

師
や

多
職

種
医

療
者

が
取

り
組

む
。

•
医

学
や

看
護

学
の

理
論

が
あ
り
、
病

気
へ
の

治
療

行
為
で
あ
る
。

•
診

療
報

酬
制

度
が

あ
る
。

–
介

護
：
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
各

種
介
護

従
事

者
が

取
り
組

む
。

•
理

論
化

は
一

部
•
介

護
保

険
制

度
が

あ
る
。

–
福

祉 •
広

範
囲

な
活

動
で
、
一

部
に
理

論
は
あ
る
が

、
捉

え
に
く
い
。

•
制

度
的

財
源

は
個

別
予

算
（
社

会
保

障
制

度
に
乗

り
に
く
い
）

見
守
り
と
主
体
者

•
４
分
野
毎
の
見
守
り
が
存

在
す
る
。

•
各

々
が

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

っ
て
い
る
。

•
各
分
野
の
間
を
つ
な
ぐ
取

り
組
み
は
希
で
あ
る
。

保
健
師
に
よ
る
取
り
組
み

（
福
島
県
西
会
津
町
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
型
心

電
計
や
血
圧
計
に
よ
る

健
康
指
導
の
見
守
り

福
祉

の
取

り
組

み
（
岩
手
県
立
大
学
）

お
げ
ん
き
発

信

医
師
に
よ
る
取
り
組
み

（
岡
山
県
新
見
市
）

テ
レ
ビ
電
話
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
接
続
型
心
電
計

や
血
圧
計
に
よ
る
健
康

指
導
の
見
守
り

医
師
に
よ
る
取
り
組
み

（
岩
手
医
大
・
盛
岡
市
立

病
院
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
型
血

圧
計
に
よ
る
、
ハ
イ
リ
ス

ク
生
活
者
の
見
守
り
と
疫

学
的
調
査

学
的
調
査

IC
Tと

見
守
り

•
見

守
り
は

多
く
の

人
々

と
多

く
の

時
間

を
要

す
る
。

–
効

率
化

し
て
、
よ
り
多

く
の

人
々

を
見

守
り
た
い
。

–
見

守
る
人

々
の

負
担

も
大

き
い
の

で
、
軽

減
し
た
い
。

•
有

効
な
一

手
段

と
し
て
、
情

報
通

信
技

術
（
IC
T)
が

あ
る
。

–
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
バ

イ
タ
ル

計
測

他
）

情
報

連
携

・
共

有
–
情

報
連

携
・
共

有

–
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

•
ヘ
ル

ス
ケ
ア
４
分

野
に
橋

渡
し
す
る
重

要
な
機

能
が

、
IC
Tに

求
め
ら
れ

る
。
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東
日

本
大

震
災

の
被

災
者

の
循

環
器

疾
患

の
見

守
り
が

続
い
て
い
る
。

遠
隔
健
康
管
理

う
ら
ら

•
患

者
宅

に
一

誘
導

心
電

計
、
血

圧
計

な
ど
の

バ
イ
タ
ル

計
測

・
通

信
装

置
を
設

置
し
て
、
定
期

的
に
心

電
図
や
血
圧
を
伝

送
す
る
。

•
釜

石
市

の
病
院

で
看

護
師

が
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
た
。

•
月

に
一

回
程

度
医

師
が

確
認

し
て

精
密

検
査

や
治

療
の

必
要

な
人

月
に

回
程
度

、
医

師
が

確
認

し
て
、
精

密
検

査
や

治
療

の
必

要
な
人

を
呼

び
出
す
。

•
テ
レ
ビ
電

話
を
使

い
、
健

康
指

導
す
る
手

法
も
あ
る
。
（
他

地
域

）

通
信

回
線

(電
話

、
CA

TV
)

健
康

セ
ン
タ
・
サ

ー
バ

ー
と
患

者
情

報
画

面

患
者

宅
装

置

（
在

宅
医
療
）

•
テ
レ
ビ
電
話
な
ど
を
用
い
て
、
医
師
が
在
宅
患
者
を
診
察
す
る
。

•
在
宅
の
計
画
的
診
療
の
患
者
が
対
象

で
、
訪
問
診
療
・
訪
問
看
護
と
組
合
せ
る
。

•
往
診
・
訪
問
診
療
の
間
の
日
に
テ
レ
ビ
電
話
で
の
診
療
を
行
い
う
。

•
在
宅
医
療
の
需
要
が
多
く
、
医
師
が
不
足
し
て
い
る
地
域
で
有
用
で
あ
る
。

在
宅
医
療
実
施
施
設

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
通

信

患
者
宅

医
師

患
者

看
護
師

遠
隔
皮
膚
科
診
療
（
実
証
中
）

–
高

精
細

な
テ
レ
ビ
会

議
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
皮

膚
科

専
門

医
が

東
日

本
大

震
災

被
災

地
の

診
療
所

を
支

援
門

医
が

東
日

本
大

震
災

被
災

地
の

診
療
所

を
支

援

–
岩

手
医

科
大

学
附

属
病
院

皮
膚

科
～
仮

設
高

田
診
療

所
で
実

験
中

•
地

域
の

患
者

の
経

過
を
見

守
っ
て
い
る
。
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VP
N

VP
N

地
元

の
病

院
（
相

談
す
る
）

岩
手

医
科
大
学

（
相

談
を
受
け
る
）

Ｂ
フ
レ
ッ
ツ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

岩
手

医
科

大
学

の
循

環
器

遠
隔

医
療

シ
ス
テ
ム

ビ
会

議
シ

ム
電

子
カ
ル

テ

今
す
ぐ
専
門
医
の

映
像

信
号

テ
レ
ビ
電

話
付

電
子

カ
ル

テ
テ
レ
ビ
電

話

地
元

の
病
院
の

カ
ル

テ
が
参
照

で
き
る
と
助
言
し

や
す
い

ケ
ー
タ
イ
の
電
波

テ
レ
ビ
会

議
シ
ス
テ
ム

病
院

の
外
で
も

カ
ル

テ
が

見
た
い

99

意
見

が
聞
き
た
い

カ
ル

テ
や
画
像
を

見
せ

な
が
ら
相

談
し
た
い

iP
ad

 等

東
日

本
大
震
災
の

被
災
地
病
院
の
若
手
医
師
と
患
者

を
共
に
見
守
る

情
報
共
有

•
一

人
の

気
づ
き
、
問

題
意

識
だ
け
で
は

全
て
を
捉

え
き
れ

な
い
。

•
関

わ
る
人

々
全

て
に
情

報
が

あ
れ

ば
、
一

人
で
気

づ
か

な
い
こ
と
に
目

が
届

く
。

•
利

用
者

が
簡

単
に
使

え
る
情

報
共

有
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
が

活
用

さ
れ

る
。
岩

手
県

川
井

村
（
過

疎
地

）
で
、
保

健
師

、
ヘ
ル

パ
ー
、
医

師
、
行

政
な
ど
が

情
報

を
共

有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
作

っ
た
。

•
現

在
は

盛
岡

市
に
移

植
さ
れ

て
、
国

内
で
最

も
高

密
度

連
携

を
こ
な
す
在

宅
医

療
情

報
共

有
シ
ス

テ
ム
に
発

展
し
た

テ
ム
に
発

展
し
た
。

•
主

導
者

（
医

師
）
が

自
ら
情

報
を
発

信
し
て
、
皆

の
情

報
共

有
を
導

い
て
い
る

服
薬
支
援
装
置
(花

巻
市
で
実
証
中
)


一
包
化
薬
剤
を
1日

最
大
4回

で
、
60

日
分
を

収
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


チ
ャ
イ
ム
で
高
齢
者
に
服
薬

時
間
を
知
ら

せ
回
分

薬
を
取
り
出
す

と
が

き
る

お
く
す
り
の
時
間
で
～
す

オ
ル
ゴ
ー
ル
が
鳴
り
、

1
回
分
の
お
薬
が
出
ま
す

せ
、
1回

分
の
薬
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る

薬
箱
で
あ
る
。


服
薬
時
間
を
過
ぎ
た
場
合
、
装
置
か
ら
電
話

回
線
を
介
し
て
登
録
さ
れ
た
服
薬
支
援
者
の

電
話
に
情
報
を
自
動
送
信
す
る
。


服
薬
支
援
者
は
、
電
話
で
高
齢
者
に
服
薬
を

促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
服
薬
忘
れ
を
な
く
し
、
健

康
状
態
を
確
認
す
る

３
０
分

た
っ
て
も
、

飲
ま
な
い
か
ら

支
援
者
に
電
話
す
る
よ

～

康
状
態
を
確
認
す
る


見
守
り
と
な
る
。

11

薬
が
服
用
さ
れ

て
い
ま
せ

ん

体
調
は
か
わ
り
な
い
？

く
す
り
飲

む
時

間
だ
よ

忘
れ

て
い
た
よ
。

今
か

ら
飲

む
か

ら
！

支
援
者

高
齢
者
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遠
隔
妊
婦
健
診
（
遠
野
市
～
大
船
渡
市
、
実
施
中
）


シ
ス
テ
ム


僻

地
助

産
所

に
通
信

機
能
付

き
胎

児
心

拍
モ
ニ
タ
装

置
、
TV

電
話

、
パ

ソ
コ
ン
を
設

け
る
。


助

産
師

が
妊

婦
か

ら
バ
イ
タ
ル
計

測
し
て
、
デ
ー
タ
を
送

信
す
る
。


遠

隔
の

産
科

医
は

デ
ー
タ
を
見
て
、
指
導

内
容
を
助
産

師
に
伝

え
る
。

必
要

な
場

合
は

、
TV

電
話
で
直

接
妊
婦

と
話
す
。


実

施
地

域
と
実
施

者


助
産

所
：
岩

手
県

遠
野

市
～

岩
手
県

立
大

船
渡
病

院


効

果


通
院

健
診

の
回

数
を
1/
2～

1/
3に

減
ら
し
た
。


数

十
人

を
対

象
に
実

施

助 産 所

胎
児

心
拍
計
測
装
置

胎
児

心
拍
計
測
装
置

か
が
わ
遠

隔
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
が
わ
遠

隔
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

見
守
り
情
報
を
統
合
し
て
監
視
す
る
。

•
見

守
ら
れ

る
「
生
活

の
証
し
」
は
一

種
類
で
は

な
い
。

•
複
数
の
見
守
り
を
俯
瞰
し
て
、
新
た
に
気

づ
く
有
害
事

象
が

あ
る
。

•
IC
Tな

ら
ば
、
各
見
守
り
を
相
互

に
接

続
で
き
る
。

•
各
見
守
り
情
報
は
、
情
報
の

内
容

と
質
、
時
間
分
解

能
、
信
号
遅
れ
時
間

，
メ

デ
ィ
ア
が

異
な
る
。

•
単
純

に
併

せ
た
表
示
と
は

な
り
に
く
い
。
新
た
な
情
報

解
析

技
術
が

必
要

に
な

る
。

•
ト
ラ
イ
ア
ル

を
20
15

年
4月

よ
り
、
東

日
本
大

震
災

被
災

地
で
開
始

す
る
。

様
々
な
見
守

り
情

報

地
域

で
統

合
し
て
見

守
る
。

IC
Tを

活
か
せ
る
地
域
作
り

•
IC
Tの

技
術
的
機
能
だ
け
進
化
し
て
も
、
見

守
り
の

地
域

へ
の

浸
透

は
簡
単
で
は
な
い
。

•
地
域
の
全
て
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
従
事
者

が
意

識
を
合

わ
せ

る
必

要
が

あ
る

が
あ
る
。

•
チ
ー
ム
作
り
で
き
る
人
が
地
域
に
不

可
欠

で
あ
る
。

•
IC
T以

前
の
活
動
が
盛
ん
な
地
域

で
あ
り
た
い
。

•
こ
れ
ま
で
の
事
例
は
、
地
域
を
と
り
ま
と
め
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

あ
る
人

が
存

在
し
て
い
る
。

–
こ
の
人
が
い
る
か
ら
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
４
分
野
に
橋
渡
し
が
で
き
る
。

•
日
本
の
厚
生
労
働
省
は

地
域

包
括

ケ
ア
を
推

進
し
て
い
る
。

日
本
の
厚
生
労
働
省
は

、
地
域

包
括

ケ
ア
を
推

進
し
て
い
る
。

–
今
後
の
日
本
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
大

き
な
流
れ
で
あ
る
。

–
そ
の
理
念
は
IC
Tを

活
か
す
地
域
と
同
じ
も
の
を
指
し
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
資
料
）

○
団

塊
の
世

代
が
７
５
歳

以
上

と
な
る
２
０
２
５
年
を
目

途
に
、
重

度
な
要

介
護
状

態
と
な
っ
て
も
住

み
慣

れ
た
地

域
で

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医

療
・
介
護
・
予
防

・
住
ま
い
・
生
活

支
援

が
一

体
的

に
提

供
さ
れ
る
地
域

包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
実

現
。

○
今
後
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
認
知
症
高
齢
者
の
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
も
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
重
要
。

○
人
口

が
横
ば
い
で
７
５
歳
以
上
人
口
が
急
増
す
る
大
都
市
部
、
７
５
歳
以
上
人
口
の
増
加
は
緩
や
か
だ
が
人
口
は

減
少
す
る
町
村
部
等
、
高

齢
化
の
進

展
状

況
に
は
大
き
な
地

域
差

。

住
ま

い

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
姿

■
在
宅
系
サ
ー
ビ
ス
：

・訪
問
介
護

・訪
問
看
護

・通
所
介
護

・小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

・短
期
入
所
生
活
介
護

・2
4時

間
対
応
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス

複
合
型

ビ

■
施
設
・居

住
系
サ
ー
ビ
ス

・介
護
老
人
福
祉
施
設

・介
護
老
人
保
健
施
設

・認
知
症
共
同
生
活
介
護

特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護

日
常
の
医
療
：

・か
か
り
つ
け
医
、
有
床
診
療
所

・地
域
の
連
携
病
院

・歯
科
医
療
、
薬
局

通
院

・
入

院
通

所
・

入
所

病
院
：

急
性
期
、
回
復
期
、
慢
性
期病
気
に
な
っ
た
ら
･･
･

医
療

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
･･
･

介
護

○
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
保

険
者

で
あ
る
市

町
村

や
都

道
府

県
が
、
地
域

の
自

主
性

や
主

体
性

に
基

づ
き
、

地
域

の
特

性
に
応
じ
て
作

り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に
･･
･

生
活

支
援

・
介

護
予

防

住
ま

い

※
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
お
お
む
ね

３
０
分
以
内
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
る
日
常
生
活
圏
域
（具

体
的
に
は
中
学

校
区
）を

単
位
と
し
て
想
定

・複
合
型
サ
ー
ビ
ス

（小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
＋
訪
問
看
護
）等

・自
宅

・サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
等

相
談
業
務
や
サ
ー
ビ
ス
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

・特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護 等

老
人

ク
ラ

ブ
・

自
治

会
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
N
P
O

等

・地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

■
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

四
分

野
に
横

串
を
刺

す
、
国

の
大

き
な
動

き
が

始
ま
っ
た
。
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IC
Tと

見
守

り
、
温

か
い
手

を
伸

ば
す
。
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見
守

り
サ

ー
ビ

ス
と

技
術

に
関

す
る

利
用

者
・

提
供

者
へ

の
認

証
情

報
提

供
の

提
案

20
15

年
2月

21
日

20
15

年
2月

21
日

群
馬

大
学

医
学

部
付

属
病

院
長

谷
川

高
志


本

報
告

は
現

場
調

査
な
ど
に
よ
る
研

究
で
は
な
い
。


社

会
に
関

す
る
一

般
情

報
を
素

材
と
し
た
提

言
で
あ
る
。


様

々
な
場
で

の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る


様

々
な
場
で

の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
。


地

域
包

括
ケ
ア
の
中

で
、
見

守
り
は
重

要
な
役

割
を
担

っ
て
い
る
。

の
提
供
者
も
存
在
す
る
。


ど
の
よ
う
な

を
ど
の

ま
で
提
供
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？


ど
の
よ
う
な

を
行

う
の
だ
ろ
う
か
？

は
、
ま
だ

で
は
無
い
か
も
し
れ
な
い
。

に
溢

れ
る
見
守
り
に
、

を
求

め
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う

か
？

か
て

で
対

価
を
求

め
る

は
と
言

わ
れ
た
時

代
が
あ

た


か
つ
て
、

で
対

価
を
求

め
る
の
は

と
言

わ
れ
た
時

代
が
あ
っ
た
。

こ
と
で

が
起
き
た
。


見

守
り
で
起

き
る
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー

ド
は
、
見

守
り
を
否

定
す

る
か
も
し
れ
な
い
。


そ
ん
な
見

守
り
な
ら
、
初

め
か
ら
頼

ま
な
け
れ
ば

良
か
っ
た
。
。
。
。
。


あ
な
た
が
見

守
る
と
言

わ
な
け
れ
ば

、
余

計
な
期

待
は
し
な
か
っ
た
。


そ
ん
な
無

茶
を
言

わ
れ
た
っ
て
、
無

理
で
し
ょ
う
。
。
。
。
。
。
。


サ
ー

ビ
ス
内

容
と
水

準
に
関

す
る
社

会
的

共
通

認
識

が
構

築
さ
れ

て
い
な
い
。


あ
な
た
の
言

う
見

守
り
は
、
私

に
は
見

守
り
の
部

品
と
し
か
聞

こ
え
な
い
。

あ
な
た
は
善
意
と
奉
仕
の
気

持
ち
で
溢
れ
て
い
る
が

技
能

が
な
い


あ
な
た
は
善
意
と
奉
仕
の
気

持
ち
で
溢
れ
て
い
る
が
、
技
能

が
な
い
。


不

完
全

な
見

守
り
な
ら
ば
、
見
守
ら
な
い
こ
と
と
何

が
違
う
の
か
？


サ
ー

ビ
ス
内

容
と
水

準
を
一

つ
の
物

差
し
で
評

価
し
て
く
れ
る
人

が
い
な
い
。


こ
の
見

守
り
と
そ
の
見

守
り
は
、
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
？


そ
の
見

守
り
で
は
、
何
が
ど
こ
ま
で
出

来
る
の
か
？


誰

か
私

に
わ
か
る
よ
う
に
言

っ
て
く
れ
。


ヘ

ル
ス
ケ
ア
に
は
異

な
る
立

脚
点
が
あ
る
。
ど
れ
に
相

当
す

る
か
区

別
で
き
な
い
。
（
健

康
／

医
療

／
介

護
／

福
祉
）


医

療
者

と
福

祉
の
人

々
が
同

じ
と
い
う
言

葉
を
使

う
。


同

じ
な
の
か
？

そ
ん
な
筈

は
無

い
。


保

健
の
見

守
り


慢

性
疾

患
を
発

症
し
な
い
よ
う
に
、
健

康
状

態
（
生

活
）
を
見

守
り
、
生

活
を
指

導
す
る
。


医

療
の
見

守
り


医

療
の
見

守
り


慢

性
疾

患
の
経

過
を
見

守
り
、
増

悪
や

発
作

を
抑

制
す

る
。


介

護
の
見

守
り


身

体
状

態
に
起

因
す

る
生

活
上

の
不

自
由

を
早

期
発

見
し
て
、
少

し
で

も
解

消
し
、
な
る
べ

く
日
常

の
暮

ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
支

え
る
。


福

祉
の
見

守
り


生

活
の
困

窮
状
況
、
離
職

な
ど
の
不
安
定
状

況
を
見

守
る
。

孤
独

死
を

尊
厳

を
失

わ
な

時
間

内
に
発

見
す

る


孤
独

死
を
、
尊

厳
を
失

わ
な
い
時

間
内

に
発

見
す

る
。


各

分
野

、
こ
れ
が
全

て
の
見

守
り
で
は
な
い
。
掘

り
起

こ
せ

ば
、
多

様
な
サ
ー

ビ
ス
が
今

後
も
現

れ
る
。
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利
用
者
は
見
守
り
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
か
？

利
用
者
は
見
守
り
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
か
？

提
供
者
は
全
て
に
対
応

で
き
る
か
？

提
供
者
は
全
て
に
対
応

で
き
る
か
？


自

分
の
求

め
る
ニ
ー

ズ
、
要

求
性

能
を
全

て
心

得
て
、

見
守

り
サ

ビ
ス
や

機
器

を
入
手

し
て
い
る
か
？

見
守

り
サ
ー

ビ
ス
や

機
器

を
入

手
し
て
い
る
か
？


あ
り
得

な
い
。
知

識
が
少

な
い
こ
と
を
前

提
に
す

べ
き
。


提

供
者

は
見

守
り
の
全
て
を
心
得

て
い
る
か
？


自

分
が
提

供
す

る
と
こ
ろ
の
み

語
る
と
心

得
る
べ

き
。


提

供
者

と
利

用
者

の
間

に
は
、
常
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。

利
用

者
と
提

供
者

ず
れ

全
を
知

間
を
取


利

用
者

と
提

供
者

の
い
ず
れ
か
に
、
全

て
を
知

り
、
間

を
取

り
持

て
る
人

が
い
る
と
期

待
し
て
は
な
ら
な
い
。


ニ
ー

ス
と
シ
ー

ズ
間

に
無

意
識

の
大

き
な
隙

間
が
あ
り
。


見

守
れ
な
い
リ
ス
ク
も
大
き
い
。


品

質
と
し
て
結

果
の
保
証
は
不

可
能

で
あ
る
。


利

用
者

に
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
外

部
仕

様
だ
け
理

解
し
て
も
ら
え
ば

良
い

が
。
。
。
。


結

局
利

用
者

の
無

理
解

が
進

む
だ
け
で
は
無

い
か
？


結

局
提

供
者

が
「
標

準
化

が
遅

れ
て
い
る
」
と
言

い
訳

を
言

わ
な
い
か
？


結

局
提

供
者

が
「
標

準
化

が
遅

れ
て
い
る
」
と
言

い
訳

を
言

わ
な
い
か
？


標

準
化

が
あ
る
程

度
進
む

ま
で
、
買
い
控

え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
？


先

に
導

入
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
標

準
に
乗
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
？


提

供
者

は
自

分
の
提

供
範

囲
以
上

の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
？


誰

が
標

準
化

で
き
る
の
か
？


技

術
者

に
よ
る
標

準
化

は
、
サ
ー

ビ
ス
を
反

映
で
き
る
か
？


サ
ー

ビ
ス
提

供
者

が
標

準
化

団
体

で
活

躍
で
き
る
か
？


サ
ー

ビ
ス
の
発

展
先

を
予

測
で
き
る
の
か
？


社

会
的

に
十

分
な
数

の
ユ
ー

ス
ケ
ー

ス
を
洗

い
出

せ
る
の
か
？


社

会
的

に
十

分
な
数

の
ユ
ー

ス
ケ
ー

ス
を
洗

い
出

せ
る
の
か
？


標

準
化

団
体

は
金

も
人

も
必

要
だ
が
、
誰

が
支

え
る
の
か
？


見

守
り
を
業

と
為

す
大

企
業

が
多

数
現

れ
る
の
か
？


関

係
企

業
や

サ
ー

ビ
ス
提

供
者

は
資

金
力

も
規

模
も
小

さ
い
と
こ
ろ
が
多

い
。


各

企
業

が
標

準
化

の
た
め
に
人

と
金

を
拠

出
で
き
る
か
？


そ
も
そ
も
見

守
り
は
、
対
象

も
範

囲
も
広

く
て
、
容
易

に
確

定
し
な
い
。


従

来
ス
キ
ー

ム
の
標

準
化

で
は
対

応
で
き
な
い
？

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
認

証
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
認

証


サ
ー
ビ
ス
形
態
や
動
態
を
全
て
定
義
す
る
こ
と
は
不
可
能


完
全
定
義
に
沿
っ
た
設
計
へ

の
期
待

が
標
準
化
。
そ
れ
は
不

可
能

。


製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
機
能
評
価
す
る
こ
と
な
ら
可
能
と
考
え
ら
れ
る


製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
機
能
評
価
す
る
こ
と
な
ら
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。


サ
ー

ビ
ス
要

件
と
ゴ
ー

ル
を
定

義
し
て
、
挙

動
試

験
な
ど
を
行
う
こ
と
で
認

証
。


病

院
機

能
評

価
な
ど
を
参

考
に
で
き
る
。


病

院
が
組

織
的

に
医

療
を
提

供
す

る
た
め
の
基

本
的

な
活

動
(機

能
) が

、
適

切
に
実

施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
仕

組
み


評
価
調
査
者

(サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー

) が
中

立
・
公

平
な
立

場
に
た
っ
て
、
所

定
の
評

価
項

目
に
沿

っ
て
病

院
の
活

動
状

況
を
評

価
す

る
。


評

価
の
結

果
明

ら
か
に
な
っ
た
課

題
に
対

し
、
病

院
が
改

善
に
取

り
組

む
こ
と
で
、
医

療
の
質

向
上

が
図

ら
れ
る
。

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構

H
Pよ

り
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構

H
Pよ

り


サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
保
証
（S

LA
)


サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
が
契
約
者
に
対
し
、
ど
の
程
度
の
品
質
を
保
証

す
る
か
を
明
示
し
た
も
の
。
通
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
。


サ
ー
ビ
ス
項
目
を
定
め
て
、
保
証
内
容
や
水
準
の
目
標
を
定
め
る
。


明
文
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
保
証
を
、
利
用
者
と
提
供
者
で
相
互
に
理
解
す
る
。


利
用
者
、
提
供
者
の
相
互
レ
ビ
ュ
ー

な
ど
、
機
能
評
価


決

め
る
べ

き
こ
と


見
守
り
の
機
能
と
目
標
性
能
を
定
め
、
評
価
項
目
を
作
る
。


評
価
手
法
や
評
価
者
の
や
り
方
を
定
め
る
。


誰

が
取

り
組

む
べ

き
か
？


不
明
な
事
柄
が
多
い
。


い
き
な
り
製
造
企
業
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。


機
器
提
供
、
サ
ー
ビ
ス
実
施
、
利
用
者
の
三
者
が
共
に
関
与
す
べ

き
。

ま
だ
研
究
課
題
が
多
い

研
究
者
が
多
く
加
わ
る
こ
と
が
不
可
欠


ま
だ
研
究
課
題
が
多
い
。
研
究
者
が
多
く
加
わ
る
こ
と
が
不
可
欠
。


こ
れ
か
ら
、
社
会
的
な
ア
ピ
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
。


待
っ
て
い
て
も
、
誰
も
取
り
組
ま
な
い
？


製
造
業
者
や
工
業
会
が
先
行
し
て
取
り
組
め
ば
、
む
し
ろ
混
乱
？
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
在
宅
見
守
り
支
援
分
科
会
メ
ン
バ
ー
は
、
見
守
り
の
ま
と

め
に
く
い
現
状
に
危
機
感
を
持
ち
、

20
13

年
か
ら
検
討

を
繰
り
返
し

き
た

を
繰
り
返
し
て
き
た
。


現
状
の
危
う
さ
や
課
題
を

20
13

年
、

20
14

年
の
日
本

遠
隔
医
療
学
会
学
術
総
会
な
ど
の
場
で
検
討
し
た
。


そ
れ
で
も
、
将
来
展
望
は
未

確
立
で
あ
る
。


在
宅
見
守
り
支
援
分
科
会
の
場
を
い
っ
そ
う
広
げ
、
多
く

の
人
々
が
加
わ
り

議
論
を
尽
く
す
こ
と
を
期
待
す
る

の
人
々
が
加
わ
り
、
議
論
を
尽
く
す
こ
と
を
期
待
す
る
。


研
究
者
だ
け
の
場
で
は
な
い
。
多
く
の
立
場
の
方
々
の

参
加
を
期
待
す
る
。
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ｽﾌ
ﾟﾘ
ﾝｸ
ﾞｶ
ﾝﾌ
ｧﾚ
ｽ2
01
5

「
地
域
医
療
の
現
実
の
課
題
に
、

遠
隔
医
療
を
適
用
す
る
手
法
は
定
式
化
さ
れ
た
か
」

本
荘

第
一

病
院

内
科

N
PO

法
人

由
利

本
荘

に
か

ほ
市

民
が

健
康

を
守

る
会

谷
合

久
憲

群
馬

大
学

医
学

部
付

属
病

院
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
統

合
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
長

谷
川

高
志

社
会
医
療
法
人

青
嵐
会

本
荘
第
一
病
院

由
利

本
荘

市
新

山
裸

参
り

平
成

2
6
年

1
月

1
7
日

気
温

-
4
℃
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Jo
hn

 F
itz
ge
ra
ld

"J
ac
k"
 K
en

ne
dy

「
As
k 
no

t w
ha
t y
ou

r c
ou

nt
ry
 c
an

 d
o 
fo
r y

ou
,

as
k 
w
ha
t y
ou

 c
an

 d
o 
fo
r y

ou
r c
ou

nt
ry
.」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
由
利
本
荘
に
か
ほ
市
民
が

健
康
を
守
る
会
設
立
！

・
市
民
へ
の
生
活
習
慣
病
や
介
護
予
防
に

つ
い
て
の
情
報
提
供

つ
い
て
の
情
報
提
供

・
に
か
ほ
由
利
本
荘
在
宅
ｾ
ﾐﾅ

ｰ
（
多
職
種
の
勉
強
会
）

・
病
態
食
（
糖
尿
病
や
減
塩
）
や
介
護
職
を

提
供
す
る
ﾚ
ｽ
ﾄﾗ

ﾝ
・
由
利
橋
ﾗ
ｲ
ﾄｱ

ｯ
ﾌ
ﾟ(世

界
糖
尿
病
DA

Y）
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健
康

推
進

員
や

食
生

活
改

善
推

進
員

と
の

参
加

型
の

勉
強

会
を
繰

り
返

す
！

由
利
本
荘
に
か
ほ
版
が
出
来
て
き
ま
し
た
！

竜
崇

正
先

生
大

倉
先

生
理

事
長

東
京

慈
恵

研
修

医

・
平

成
26

年
度
の
一
般
会
計
予
算
を

年
収
36

0万
円
の
家
庭
に
例
え
る
と

（
厚
生
労
働
省
ﾎ
ｰ
ﾑ
ﾍ
ﾟｰ
ｼ
ﾞよ

り
）

月
収
30

万
円

－
生

活
費
53

万
円

＝
借

金
23

万
円

借
金
51
43

万
円

ﾛ
ｰ
ﾝ
元

利
払

い
(0
.2
25
%
)1
3万

円
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20
11

年
度
の
年
間
医
療
費

・
70

歳
未
満 17

.9
万
/年

+0
.5
万

70
歳
以
上

・
70

歳
以
上 80

.6
万
/年

+1
.2
万

由
利
本
荘
市
秋

田
宮
城

東
京

有
効
求
人
倍
率
0.
50

0.
90

1.
25

1.
56

26
年
6月

有
効
求
人
倍
率
0.
50

0.
90

1.
25

1.
56

26
年
6月

最
低
賃
金
66

5
69

6
86

9
25

年

物
価
水
準

97
.3

98
.3
(仙

台
)
10

5.
9（
23

区
）
25

年
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症
例

77
歳
男
性

高
血
圧
,脳

出
血
,肺

炎
2回

(
A
D
L
：

食
事

・
排

泄
・

移
動

す
べ

て
全

介
助

)

ｾﾞ
ﾘｰ
食
＋
末
梢
輸
液
、
在
宅
へ
退
院

(退
院
2日

)

ｿﾌ
ﾄ
食
＋
お
茶
ｾﾞ
ﾘｰ
は
奥
様

が
料
理
。
S
T
介
入
し

ﾎﾟ
ｼﾞ
ｼｮ
ﾆ
ﾝｸ
ﾞ
指
導
し
自
力
で
食
べ
て
も
ら
う
。
ﾃ
ﾞｲ

ｻｰ
ﾋﾞ

ｽに
ST
か
ら
情
報
提
供
。

症
例

77
歳
男
性

高
血
圧
,脳

出
血
,肺

炎
2回

(
A
D
L
：

食
事

・
排

泄
・

移
動

す
べ

て
全

介
助

)

(退
院
9日

)

喀
痰
の
体
位
ﾄﾞ
ﾚﾅ
ｰｼ
ﾞを

指
導
、
左
側
臥
位
で
呻
吟
や

唾
液

が
減

少
。

就
寝

前
30
分

指
示

、
移
乗

方
法

や
介
護

ﾍﾞ
ｯﾄ
の

位
置
変

更
指

導
。

(退
院

16
日

)

喘
鳴
消

失
、
吸

痰
回

数
頻
回

か
ら

1回
/日

に
減

少

ｵ
ﾘ
ｺ
ﾞ
糖

に
て

自
然

排
便

近
所

の
方

が
お

見
舞

い
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由
利
本
荘
・
に
か
ほ

二
次
医
療
圏

高
齢
化
率
30

％

人
口

約
11

万
人

面
積
約
14
00
k

2
人
口

約
11

万
人
・
面
積
約
14
00
km

2

(中
央
区
の
人
口
/東

京
都
23

区
の
約
2倍

の
面
積
)

中
心
部
よ
り
離
れ
た
地

域
で
は
さ
ら
に
過

中
心
部
よ
り
離
れ
た
地

域
で
は
さ
ら
に
過

疎
化
が
進
み
、
病
院
ま
で
車
で
30

分
以
上

と
通
院
困
難
、
開
業
医
の
高
齢
化
に
よ
り

往
診
が
で
き
な
い
地
域
も
存
在
す
る
。

さ
ら
に
冬
季
は
内
陸
部
で
は
1ｍ

以
上
の

降
雪
が
あ
り
高
齢
者
に
は
通
院
困
難
な
状

態
と
な
る
。

国
土
交
通
省
の
ｺ
ﾝ
ﾊ
ﾟｸ
ﾄｼ

ﾃ
ｨ構

想
と
い
う

考
え
方
も
あ
る
が
当
地
で
は
住
み
慣
れ
た

地
域

最
後
ま

暮
ら
し
た

と
う
高
齢

地
域
で
最
後
ま
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
高
齢

者
が
多
く
、
ま
た
経
済
面
や
空
家
の
問
題

も
あ
り
現
実
的
に
は
困
難
と
推
測
さ
れ
る
。
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遠
隔
診
療
導
入

検
討
①

糖
尿

病
を
例

に
取

る
と
病
院

で
の

専
門

医
は

午
後

～
夜
間
は
1名

、
開
業
医
は
2名

、
そ
れ

も
中

心
部

に

偏
っ
て
い
る
為
、
冬
季
は
通
院
で
き
ず
に
長
期
処
方
と

な
っ
て
い
る
。

看
護
師
や
薬
剤
師
介
入
の

も
と
遠
隔
医
療
を
導
入

し
各
在
宅
の
環
境
に
適
し
た
食

事
や
運
動
指
導
を
提

供
す
る

供
す
る
。

そ
の
地
域
に
あ
っ
た
食
事
ﾒ
ﾆ
ｭ
ｰ
の
提
供

や
家
の
間

取
り
を
考
慮
し
た
室
内
で
で
き
る
運
動
療
法
な
ど
を
ｶ
ｽ

ﾀ
ﾏ
ｲ
ｽ
ﾞし

、
治
療
の
質
の
向
上
を
期
待
で
き
る
。

遠
隔
診
療
導
入
検
討
②

複
数

の
疾
患
を
持
つ
受
診
困
難

高
齢
者

（
施
設
入

所
者
も
含
む
）
に
遠
隔
医
療
を
導
入
し
本
人
や
介
護

所
者
も
含
む
）
に
遠
隔
医
療
を
導
入
し
本
人
や
介
護

資
源
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

複
数

の
疾

患
を
持

つ
受

診
困

難
者

の
受

診
に
は

本
人
の
負
担
（
複
数
科
受
診
）
、
ご
家
族
の
負
担
（
介
護

離
職
）
、
施
設
看
護
師
等
の
負
担
（
ｺ
ﾒ
ﾃ
ﾞｨ
ｶ
ﾙ
の
疲
弊
）

経
済
的
な
負
担
（
医
療
費
・
人
件
費
・
介
護
ﾀ
ｸ
ｼ
ｰ
代
等

）
多
く
の
不
効
率
な
問
題
点
が
あ
る
。

最
後

に
①

今
後
さ
ら
に
過
疎
地

域
へ
の
交
通
の

今
後
さ
ら
に
過
疎
地

域
の
交
通
の

便
や
地
域
経
済
の
悪
化
を
勘
案
す
る

と
今
の
う
ち
か
ら
遠
隔
医
療
を
取
り
入

れ
た
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の
構
築
が
不
可
欠
だ
と
思

わ
れ
る

わ
れ
る
。

最
後
に
②

し
か
し
実
現
に
は
ﾊ
ｰ
ﾄﾞ
ﾙ
は
か
な
り
高
い

と
考
え
ら
れ
、
そ
の
阻
害
要
因
と
し
て
は
医

と
考
え
ら
れ
、
そ
の
阻
害
要
因
と
し
て
は
医

療
関

係
者
や
行
政
の
遠
隔
医
療
に
対
す
る

知
識

不
足
、
診
療
報
酬
や
加
算
の
問
題
も

あ
り
、
ま
ず
は
公
的
な
病
院
が
そ
の
ﾓ
ﾃ
ﾞﾙ
を

示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

～
ご
意
見
や
ご
感
想
co
co
ro
za
ci
@
gm

ai
l.c
om

ま
で
～
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15

/3
/2
4 1

遠
隔
医
療
と
人

口
減
社
会

～
岡
山
県
新
見
市

を
取
材
し
て
～

岡
山
県
新
見
市

を
取
材
し
て

朝
日
新
聞
東
京
本
社

朝
日
新
聞
東
京
本
社

地
域
報
道
部
記
者

鈴
木
逸

弘

連
載
「
過
疎
を
こ
え
て
」

朝
日
新
聞
地
域
総
合
面

20
14

年
4月

20
日
朝
刊

岡
山
県
新
見
市
の
概
要

岡
山
県
全
体
の
１
１
％
を
占
め
る

８
５
％
以
上
が
山
林

８
５
％
以
上
が
山
林

高
齢
化
率
は
３
７
・
４
％

※
全
国
平
均
よ
り
１
０
ポ
イ
ン
ト
以
上

高
い

人
口
１
０
万
人
あ
た
り
の

医
療
関
係
者
数

医
師
数

９
５
・
１
人

（
全
国

２
７
７
・
１
人
）

看
護
師
数

７
２
０
・
８
人

（
全
国
７
９
９
・
６
人
）

※
新
見
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用

倉
敷
医
療
生
協

阿
新
診
療
所

阿
新

虹
の

訪
問

看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。
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テ
レ
ビ
電
話
を
使
っ
た
遠
隔
診
療
の
様
子

テ
レ
ビ
電
話
で
、
患
者

と
話

す
阿

新
診

療
所

の
山
口
医
師

医
療
者
の
受
け
止
め

•
訪

問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

須
藤

美
帆

看
護

師
訪
問
看

護
中

の
不

安
の

解
消

↓
患
者

家
族

に
限

ら
ず

訪
問

看
護

師
も
遠

隔
医

療
が

患
者
、
家

族
に
限

ら
ず
、
訪

問
看
護

師
も
遠

隔
医

療
が

支
え

↓
な
り
手

不
足

の
解

消
に
つ
な
が

る
期

待

・
太
田
隆

正
・
新

見
市

医
師

会
長

・
太
田
隆

正
・
新

見
市

医
師

会
長

訪
問
看

護
師

の
現

場
で
の

権
限

強
化

↓
中
山

間
地

の
現

状
踏

ま
え
て
議

論
も
必

要

２
０
６
０
年
ま
で
の

２
０
６
０
年
ま
で
の

日
本
の
将
来
推
計
人
口

２
０
１
０
年
→
１
億
２
８
０
６
万
人

２
０
４
８
年
→
１
億
人
割
れ

２
０
６
０
年
→
８
６
７
４
万
人

２
０
１
０
年
と
２
０
６
０
年
の
人
口
構
成
の
比
較

１
４
歳
以

下
１
６
８
４
万

人
→
７
９
１
万
人

１
５
～
６
４
歳

８
１
７
３
万
人

→
４
４
１
８
万
人

１
５
～
６
４
歳

８
１
７
３
万
人

→
４
４
１
８
万
人

６
５
歳
以

上
２
９
４
８
万

人
→
３
４
６
４
万
人

※
１
０
人

の
う
ち
４
人

が
お
年

寄
り
、
う
ち
１
人
は

子
ど
も

２
０
６
０
年

の
社

会
保

障
現
在

は
お
年

寄
り
１
人

を
大

人
２
・
８
人

が
支

え
る
「
騎

馬
戦

型
」

５
０
年
後

は
、
お
年

寄
り
１
人

を
大
人

１
・
３
人

で
支
え
る
「肩

車
型
」
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消
滅
可
能
性
が
あ
る
都
市

人
口

移
動

が
収

束
し
な
い
場

合
に
お
い
て
、
２
０
４
０

年
に

若
年

女
性

が
５
０
％

以
上

減
少

し
、
人

口
が

１
万

人
以

上
の

市
区

町
村

（
３
７
３
市

区
町

村
）

人
口

移
動

が
収

束
し
な
い
場

合
に
お
い
て

２
０
４
０

人
口

移
動

が
収

束
し
な
い
場

合
に
お
い
て
、
２
０
４
０

年
に
若

年
女

性
が

５
０
％

以
上

減
少

し
、
人

口
が

１
万

人
未

満
の

市
区

町
村

（
５
２
３
市

区
町

村
）

資
料
：
一
般
社
団
法
人
北
海
道
総
合
研
究
調
査
会

（
H
IT
）
作
成

人
口
減
社
会
の
地
域
づ
く
り
と
は

高
知
県
四
万
十
町
。

「
人
口
約
１
万
８
千
人

総
面
積
の
９
割
弱
を
山
林
が
占
め
る
」

「
人
口

約
１
万
８
千
人
。
総
面
積
の
９
割
弱
を
山
林
が
占
め
る
」

地
域

興
し
会

社
四

万
十

ド
ラ
マ

畦
地

履
正

社
長

課
題
解
決
に
向
け
て

グ
デ
ザ

「
地

域
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
」
の

設
計

地
域

で
の

在
宅

、
遠

隔
医

療
の

位
置

づ
け
を
明

確
に

→
結
果
、
人
材
不
足
や
参
加

医
療
機
関
の
増
加
に
つ

な
が
る
可
能
性
も

な
が
る
可
能
性
も

安
倍
政
権
の
地
方
創
生

地
方
創
生
特
区
で
遠
隔
医
療
の
実
証
実
験
を
視
野
に

石
破
・
地
方
創
生
担
当
大
臣

「
遠

隔
地
で
あ
る
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
克
服
す
る
よ
う

な
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
医
療
や
教

育
が
十
分
で

な
い
と
言
わ
れ

人
口
が
減
少
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ

な
い
と
言
わ
れ
、
人
口
が
減
少
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ

に
人
口
増
を
も
た
ら
し
、
地
域
を
活
性
化
で
き
な
い
か
」
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遠
隔
医
療
通
訳
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

シ
ン

遠
隔
医
療
通
訳
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

と
有
用
性

の
確
認

竹
迫
和
美

１
）
、
瀧
澤
清

美
２
）
、
酒
巻
哲
夫

３
）

１
）
ＩＭ

ＩＡ
日
本
支
部

２
）
群
馬
大
学

３
）
高
崎
市
医
師
会
看
護
専
門
学
校

１
）
ＩＭ

ＩＡ
日
本
支
部

、
２
）
群
馬
大
学

、
３
）
高
崎
市
医
師
会
看
護
専
門
学
校

1

目
的

遠
隔
医
療
通
訳
の
発
展
に
資
す
る
研
究


遠
隔
医
療
通
訳
に
関
す
る
知
識
の
不
足


認
知
度
の
低
さ

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の

有
用

性
の

確
認

2

背
景
（
１
）


日
本
語
を
母
国
語
と
し
な
い
外

国
人
住
民
の
定
住
化


外
国
人
集
住
地
域
に
お
け
る
自
治
体
や
N
PO

の
取

り
組
み


メ
デ
ィ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

メ
デ
ィ
カ
ル
ツ

リ
ズ
ム


２
０
２
０
年

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催

3

背
景
（
２
）


実
践
方
法
は
、
同
行
通
訳
か
電
話
通
訳
だ
け


遠
隔
医
療
通
訳
は
、
認
識
さ
れ
て
い
な
い


実
践
さ
れ
て
い
な
い


多
言
語
に
対
応
で
き
る
通
訳
手
段
が
求
め
ら
れ
て

い
る

4
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先
行

研
究


米

国
で

は
、

同
行

通
訳

、
電

話
通

訳
、

遠
隔

医
療

通
訳

（
R

e
m

o
te

 V
id

e
o
 M

e
di

c
al

 I
n
te

rp
re

ti
n
g)

の
利

便
性

や
課

題
が

検
証

さ
れ

た
が

検
証

さ
れ

た
1
),
2
),
3
)


米

国
で

は
、

同
行

通
訳

と
電

話
通

訳
、

同
時

通
訳

、
遠

隔
同

時
通

訳
の

費
用

が
調

査
さ

れ
た

４
）


英

国
で

は
、

同
行

通
訳

、
電

話
通

訳
、

遠
隔

医
療

通
訳

の
実

用
性

が
検

証
さ

れ
た

５
)

遠
隔

医
療

通
訳

実
践

上
の

利
便

性
や

課
題

が
明

ら
か

に
さ

れ
た

こ
と

で
、

技
術

的
な

発
展

が
促

進
さ

れ
、

利
用

率
も

ア
ッ

プ
し

た
5

日
本

の
課

題


医

療
通

訳
に

関
す

る
研

究
は

少
な

い


遠

隔
医

療
通

訳
に

関
す

る
研

究
は

皆
無

に
等

し
い


医

療
通

訳
実

践
者

で
さ

え
遠

隔
医

療
通

訳
を

知
ら

なな
い

6

今
年

度
の

遠
隔

医
療

通
訳

分
科

会
活

動
目

標


遠

隔
医

療
通

訳
の

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

遠
隔

医
療

通
訳

の
デ

ン
ト

シ
ョ

ン

＝
教

育
的

実
演

を
す

る


デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
の

有
用

性
を

確
認

を
す

る

7

方
法

と
対

象


医

療
通

訳
の

実
践

者
（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ナ

ル
）

医
療

従
事

者
自

治
体

医
療

通
訳

シ
ョ

ナ
ル

）
、

医
療

従
事

者
、

自
治

体
、

医
療

通
訳

派
遣
N
PO

な
ど

が
集

ま
る

イ
ベ

ン
ト

で
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

す
る

8
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日
時

イ
ベ

ン
ト

題
目

主
催

団
体

対
象

者
分
科
会
の
活
動
概
要

調
査
概
要

20
14

年
2
月

21
日

、
26

日

医
療

通
訳

士
養

成
講

座
大

阪
府

枚
方

市
健

康
部

保
健

セ
ン

タ
ー

・
手

話
通

訳
者

３
名

、
・

市
民

か
ら

選
抜

し
た

参
加

者
（

合
計

19
名

）
ス

ペ
イ

ン
語

３
名

、
中

国
語

６
名

、
・

市
内

か
ら

募
集

し
た

医
療

従
事

者
（

内
科

医
1名

、
外

科
医

1名
、

看
護

師
1名

）

・
遠
隔
医
療
通
訳
の
手
法
と
医
療

知
識
の
講
義

・
遠
隔
医
療
通
訳
の
ロ
ー
ル
プ

レ
ー
実
施

・
医
療
従
事
者
も
含
め
て
参
加
者

と
の
討
議

・
参
加
者
の
同
行
通
訳
と

遠
隔
に
よ
る
通
訳
ロ
ー

ル
プ
レ
ー
時
の
パ
ー

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
観
察

・
コ
メ
ン
ト
の
収
集
と

分
析

表
１
：
遠
隔
医
療
通
訳
分
科
会
活
動

20
14

年
3月

1日
神

戸
研

究
学

園
都

市
U

N
IT

Y
公

開
講

座
『

医
療

通
訳

を
知

っ
て

ま
す

か
？

』

兵
庫

県
神

戸
市

看
護

大
学

医
療

従
事

者
と

医
療

通
訳

者
を

含
む

神
戸

市
一

般
市

民
（

約
10

0
名

）

・
遠
隔
医
療
通
訳
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン

（
群
馬
県

東
京
、
兵
庫
県
）

・
参
加
者
の
観
察

・
ア

ン
ケ

ー
ト

の
コ

メ
ン

ト
シ
ー
ト
の
評
価
と
分
析

20
14

年
8月

29
日

医
療

通
訳

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
心

得
と

技
術

を
学

ぶ
講

座

鳥
取

県
国

際
交

流
財

団
市

民
参

加
者

（
合

計
26

名
）

英
語

18
名

、
中

国
語

6名
、

モ
ン

ゴ
ル

語
1名

、
タ

ガ
ロ

グ
語

1名

・
遠
隔
医
療
通
訳
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
動
画

・
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の

評
価

20
14

年
11

月
9日

第
一

回
IM

IA
ア

ジ
ア

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

IM
IA

日
本

全
体

の
出

席
者

25
0名

中
、

遠
隔

医
療

通
訳

分
科

会
2の

出
席

者
（

約
90

名
）

・
台
湾
の
輔
仁
大
学
の
医
療
通
訳

コ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
会
場

を
結
び
遠
隔
医
療
通
訳
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
講
義

レ
ー

・
出
席
者
リ
ス
ト
の
評
価

・
参
加
者
の
観
察

・
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の

評
価

レ
20

14
年

12
月

17
日

医
療

通
訳

・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
入

門
講

座

神
戸

市
外

国
語

大
学

神
戸

市
看

護
大

学

学
生

（
合

計
9名

）
・
遠
隔
医
療
通
訳
の
紹
介

・
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の

評
価

20
15

年
1月

17
日

神
戸

研
究

学
園

都
市

公
開

講
座

『
医

療
通

訳
を

知
っ

て
ま

す
か

？
』

神
戸

市
看

護
大

学
市

民
参

加
者

（
約

50
名

）
・
遠
隔
医
療
通
訳
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン

・
参
加
者
の
観
察

・
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の

評
価

9

遠
隔
医
療
通
訳
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

～
神
戸
市
市
民
公
開
講
座
、
２
０
１
４
年
３
月
１
日
～

遠 隔 医 療 通 訳 者

群 馬 大 学 医 学 部 研 究 員

師 役

員 ・ 医

患
者

の
妻

役
、
米

国
人

講 師

10

遠
隔
医
療
通
訳
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
の
動
画
、
医

師
、
患
者
の

妻
、

遠
隔
医
療
通

訳
者

群 馬 出 張 中 に 心 筋 梗

臓 検 査 の 様 子 を 神 戸

に 病 状 説 明 し て い る 場
塞 で 倒 れ た 夫 の 心

に い る 患 者 の 妻 役

場 面

第
１
回

IM
IA
ア
ジ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
２
０
１
４
年

１
１
月

９
日

、
東

京
外

国
語

大
学

分
科

会
２
：
遠

隔
医

療
通

訳
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

12
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結
果
（
１
）


遠
隔
医
療
通
訳
を
し
た
経
験
が
あ
っ
た
の
は
１
名
だ
け


『
遠
隔
医
療

通
訳

を
し

み
た

』

『
遠
隔
医
療

通
訳

を
し
て
み

た
い
』

『
関
心
が
あ
る
か
ら
見
に
来

た
』


『
自
分
に
で
き
る
だ
ろ
う
か
』

『
ど
こ
に
行
っ
た
ら
ス
キ
ル
を
学
べ
る
か
』


技

術
的

懐
疑

的
コ
メ
ン
ト
は

な
か
っ
た


技

術
的

懐
疑

的
コ
メ
ン
ト
は

な
か
っ
た


『
い
よ
い
よ
、
遠
隔
医
療
通
訳
の
時
代
が
来
た
ん
だ
！
』 13

結
果
（
２
）


主
催
者
や
派
遣
業
者
の
新
規
性
に
対
す
る
関
心
の

高
さ


画
像
に
参
加
者
の
視
線
は
釘
付
け

14

考
察


新
規
性
と
画
像
な
ど
技
術
的
な
発
展
を
実
践
者
や

関
係
者
が
評
価
し
た


デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
臨
場
感
を
高
め
、
視
聴

者
は
、
体
験
自
体
は
し
な
い
も
の
の
、
遠
隔
医
療
通

訳
を
身
近
に
感
じ
た


実
践
者
が
視
聴
し
、
遠
隔
医
療
通
訳
を
利
用
可
能

な
通
訳
手
法
と
し
て
評
価
し
た

な
通
訳
手
法
と
し
て
評
価
し
た

遠
隔
医
療
通
訳
を
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
の
有
用
性

を
確

認
で
き
た

15

今
後
の
活
動


同
行
通
訳
や
電
話
通
訳
と
比
較
し
て
遠
隔
医
療
通

訳
の
利
便
性
や
課
題
を
明
ら
か
に
す
る

訳
の
利
便
性
や
課
題
を
明
ら
か
に
す
る


遠
隔
で
通
訳
者
を
訓
練
し
、
実
践
へ
向
け
た
活
動
を

す
る


遠
隔
医
療
通
訳
の
現
場
で
調
査
す
る

16
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遠
隔

医
療

通
訳

、
医

療
へ

の
ア
ク
セ
ス
に

困
る
人

々
を
支

援
す
る

②
言

葉
の

壁
を
持
つ
患
者

さ
ん
へ
の

医
療

通
訳

支
援

を

提
供
す
る
取
り
組
み
報
告

群
馬

大
学

医
学

部
附

属
病

院
シ
ス
テ
ム
統

合
セ
ン
タ
ー

産
学

連
携

研
究

員
瀧

澤
清

美

医
療
通
訳
の
必
要
性
と
遠

隔
医
療
通
訳
の
将
来
性

１
医
療
通
訳
の
必
要
性

２
遠
隔
医
療
通
訳

の
将
来
性

遠
隔
医
療
通
訳

将
来
性

３
プ
ロ
の
医
療
通
訳

の
育
成

４
医
療
通
訳
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

１
.医

療
通

訳
の
必
要
性

（
群

馬
県

委
託

事
業

医
療

通
訳

コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
）

（
当

初
は

外
国

人
集

住
都

市
の

問
題

⇒
来

日
外

国
人

２
,０
０
０
万

人
）

概
要
（
事
業
の
背
景
・
現
状
・
目

的
な
ど
）

１
医
療
通
訳
の
必
要
性

平
成

１
８
年

末
日

の
群

馬
県

の
外

国
人

登
録

者
数

は
４
６
，
１
７
２
人

で
あ
り
、
県

人
口

の
２
．
３
％

を
占

め
て
い
る
。
県

内
の

伊
勢

崎
、
太

田
、
大

泉
、
前

橋
、
高

崎
に
多

く
居

住
し
、
こ
の

５
市

町
で
全

体
の

７
７
％

を
占

め
る
よ
う
に
一

部
地

域
へ

の
集

住
化

が
目

立
つ
。
ま
た
ブ
ラ

ジ
ル
人

が
全

体
の

３
６
％

を
し
め
、
つ
い
で
、
中

国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ペ
ル

－
、
韓

国
･朝

鮮
と
非

英
語

圏
の

国
籍

で
全

体
の

８
２
％

を
占

め
て

い
る
。

外
国
人
住
民
の
集
住
化
に
よ
る
様
々
な
地
域
課
題
が
生
じ
て
い
る
が
、
言
葉
の
問
題
か

ら
来
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
－
シ
ョ
ン
不
足
に
起
因
す
る
問

題
も
多
い
。

群
馬

県
で
は

、
地

域
に
お
け
る
医
療

サ
－

ビ
ス
の

充
実

を
目

的
と
し
「群

馬
県

メ
デ
ィ
カ
ル

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
－

派
遣
制

度
」
を
実

施
し
て
い
る
。

県
が
養
成
、
認
定
し
た
医
療
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
医
療
機
関
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
派
遣
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。

要
請
に
よ
り
医
療
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
医
療
機
関
へ
派
遣
さ
れ
る
場
合

実
際
の
通
訳

時
間
に
比

し
て

移
動
時
間
が
多
く
か

か
る
傾
向

要
請
に
よ
り
医
療
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
医
療
機
関
へ
派
遣
さ
れ
る
場
合

、
実
際
の
通
訳
時

間
に
比

し
て
、
移
動
時
間
が
多
く
か

か
る
傾
向

が
あ
り
、
一
回
の
派
遣
で
ほ
ぼ
半
日
が
費
や
さ
れ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
認
定
さ
れ
な
が
ら
、
時
間

の
拘
束
が
長
く
な
る
た
め
、
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
出
来
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
本
県

の
よ
う
な
公

共
交

通
機

関
が

発
達

し
て
い
な
い
地

方
で
は

そ
の

現
場

ま
で
行

く
と
い
う
事

が
課

題
で
あ
る
。

群
馬
県
が
養
成
し
た
医
療
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
移
動
の
時
間
を
気
に
せ
ず
、
「
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
本
来
の
目
的
を
達

成
で
き
る

こ
と
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
性
化
及
び
負
担
の
軽
減
を
目
指
す
と
共
に
、
県
が
行
っ
て
い
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
に
関
し
て
も
シ
ス
テ

ム
化
を
図
り
、
要
請
か

ら
派
遣
ま
で
の

ラ
グ
を
少

な
く
し
事
業
の
迅
速
化
･効

率
化
を
図

る
た
め
、
ＩＴ
環
境
を
利

用
し
た
Ｔ
Ｖ
電
話
会
議
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
遠

隔
地

間
通

訳
シ
ス
テ
ム
の

試
験

的
な
構
築

及
び
実

用
性

に
つ
い
て
の
検
証
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

JT
TA
20

11
 in
 A
sa
hi
ka
w
a

20
11

年
10

月
14

日
（
金

）
10

:3
0‐
11
:3
0

遠

１
医

療
通

訳
の

必
要

性

遠
隔

医
療

通
訳

分
科

会

「
医

療
通

訳
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の

運
営

」

「
医

療
従

事
者

の
立

場
か

ら
見

た
遠

隔
医

療
通

訳
サ

ー
ビ
ス
の

有
用

性
」

「
医

療
通

訳
ボ

広
域

連
携

取
り
組

み

運
用

実
績

報
告

有
用

性

「
医

療
通

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広

域
連

携
の
取
り
組
み

」

実
機

に
よ
る
遠

隔
通

訳
多

言
語

通
訳

手
話

通
訳

通
訳

者
の

連
携

３
元

中
継
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IT
を
活
用
し
た
群
馬
県
医
療
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

①
要

通
訳
事

案
発
生

・
ｲ
ﾝ
ﾌ
ｫ
-ﾑ
ﾄﾞ
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

･手
術

後
の
経

過
措

置
･高

額
医

療
費
制
度
説
明
等

医
療

機
関

②
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
又

は
国
際
課
に
申
請

※
県

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
地

域
診

療
情

報
連

携
協

議
会

と
協

働
で
実

験
的

に
運

営

コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

（
通

訳
者

紹
介

シ
ス
テ
ム
）

１
医
療
通
訳
の
必
要
性

当
日

医
師

日
本

語
③
依
頼
さ
れ
た
言
語
の
通
訳

者
に
メ
ー
ル
に
て
一
斉
連
絡

医
療

通
訳

者
医

療
通

訳
者

医
療

通
訳

者
医

療
通

訳
者

医
療

通
訳

者

④
通
訳
可
能
な

者
か

ら
回

答

日
本

語

日
本

語

外
国

人
外

国
語

外
国

語

外
国

語

医
療

従
事

者
の

立
場

か
ら
見

た
遠

隔
医

療
通

訳
サ

ー
ビ
ス
の

有
用

性
Ef
fe
ct
iv
en

es
s
of

te
le
m
ed

ic
in
e
in
te
rp
re
ta
tio

n
se
rv
ic
es

se
en

１
医

療
通

訳
の

必
要

性

長
嶺

め
ぐ
み

１
）
、
太

田
祥

一
２
）
、

瀧
澤

清
美

３
）
、
森

淑
江

４
）

Ef
fe
ct
iv
en

es
s 
of
 te

le
m
ed

ic
in
e 
in
te
rp
re
ta
tio

n 
se
rv
ic
es
 s
ee
n 

fr
om

 th
e 
pe

rs
pe

ct
iv
e 
of
 h
ea
lth

 c
ar
e 
w
or
ke
rs

１
）
前

群
馬

大
学

大
学

院
医

学
系

研
究

科

２
）
群

馬
県

生
活

文
化

部
国

際
課

３
）
群

馬
大

学
医

学
部

附
属

病
院

医
療

情
報

部

４
）
群

馬
大

学
大

学
院

保
健

学
研

究
科

研
究

背
景

「
出
入
国
及
び
難
民
認
定
法
」
の
改
正
に
よ
る
在
日
外
国
人
の
増
加

群
馬
県

群
馬
県

１
医
療
通
訳
の
必
要
性

医
療
現

場
医
療
現

場

言
葉
が

通
じ
な
い
事
に
よ
る

問
題
の

増
加

群
馬
県

群
馬
県

外
国
人
集
住
地
域
が
存
在

遠
隔
医

療
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の

開
発

開
発

考
察

遠
隔

遠
隔
医
療
通

訳
サ
ー
ビ
ス
の
有
用
性

医
療
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
有
用
性

■
通

訳
能

力
に
一

定
の

質
の

保
証

遠
隔

医
療

通
訳

認
定

１
医

療
通

訳
の

必
要

性

県
の
認
定
を
受
け
た
通
訳
で
あ
る
為
、
通
訳
の
質
に
一
定
の
保
証

■
外

国
人

患
者

の
満

足
度

の
向

上
患
者
が
抱
え
て
い
た
疑
問
・
不
安
が
解
決
さ
れ
た
こ
と
で
満
足
度
が
増
加

■
医

療
従

事
者

に
新

た
な
学

び
を
提

供
す
る
機

会
今
ま
で
知
り
え
な
か
っ
た
患
者
の
本
音
を
知
り
、
こ
れ
ま
で
の
外
国
人
患
者

へ
の
対
応
を
反
省
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遠
隔

遠
隔

医
療

通
訳

サ
ー
ビ
ス
の

問
題

点
医

療
通

訳
サ

ー
ビ
ス
の

問
題
点

■
電

波
の

悪
さ

１
.「
病

院
」
と
い
う
場

所
の

問
題

２
.E
‐M

ob
ile
の

回
線
(無

線
LA
N
)を

使
用

し
た
こ
と
に
よ
る
影
響

圏
外

⇒
エ
リ
ア
内

１
医
療
通
訳
の
必
要
性

■
携

帯
端

末
付

属
機

の
性

能
性

能
の

高
い
ス
ピ
ー
カ
ー
、
マ
イ
ク
へ

の
交

換

■
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の

対
応

時
間

１
９
時

を
目

安
と
し
た
対

応
時

間
延

長
の

必
要

性

夜
間

緊
急

時
の

対
応

性
能

の
向

上

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

と
在

宅

■
医
療
通
訳
の
通
訳
ス
キ
ル

家
族

通
訳

よ
り
も
通

訳
レ
ベ
ル

は
安

定
し
て
い
る
が

、
医

療
通
訳

と
し
て
の

ス
キ
ル

は
未

完
成

プ
ロ
の

通
訳

者
育

成

C
&T

（
群
馬
)

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｙ
Ｃ

IP
：
1
0
.1
0
.1
0
0
.1
0
0

内
線
：
3
1
0
0

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
リ
ン
タ

IP
：
1
0
.1
0
.1
0
0
.2
0
0

パ
ソ
コ
ン

IP
：
D
H
C
P

遠
隔

医
療

通
訳

の
将

来
性

電
話

と
TV

電
話

（
ア
プ
リ
）
の

両
立

中
国

語
：

05
0‐
11

1‐
11

11

ス
ペ
イ
ン
語

２
医

療
通

訳
の

将
来

性

Ｒ
Ｔ

Ｒ
Ｔ

Ｒ
Ｔ

V
P
N
ル
ー
タ

IP
(W

A
N
)：
1
7
5
.1
7
6
.1
9
7
.7
7

IP
(L
A
N
)：
1
0
.1
0
.1
0
0
.1
0

D
H
C
P
:1
0
.1
0
.1
0
0
.1
1
-
5
0

(P
R
-
2
0
0
N
E
)

Ｂ
フ
レ
ッ
ツ

S
IP
サ

ー
バ

ＩＰ
：
1
0
.1
0
.1
0
0
.1

会
議
サ
ー
バ

ＩＰ
：
1
0
.1
0
.1
0
0
.2

内
線
：
2
0
2
0
5

Ｒ
Ｔ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
網

ＩＳ
Ｄ
Ｎ

IS
D
N
-
T
A

0
2
7
-
2
5
6
-
8
2
2
5

英
語

：
05

0‐
22

2‐
22

22
ス
ペ
イ
ン
語
：

05
0‐
33

3‐
33

33

英
語

中
国

語
手

話

大
学
病
院

（
愛

知
）

輔
仁

大
学

（
台

湾
）

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｙ
Ｃ

IP
：
1
0
.1
0
.1
1
0
.1
1
0

内
線

：
3
1
1
0

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｙ
Ｃ

IP
：
1
0
.1
0
.1
3
0
.1
3
0

内
線
：
3
1
3
0

V
P
N
ル
ー
タ

IP
(W

A
N
)：
D
H
C
P

IP
(L
A
N
)：
1
0
.1
0
.1
3
0
.1

V
P
N
ル

ー
タ

IP
(W

A
N
)：
D
H
C
P

IP
(L
A
N
)：
1
0
.1
0
.1
1
0
.1

プ
ラ
ス
ヴ
ォ
イ
ス
手
話
通
訳
（
東
京
）

V
P
N
ル
ー
タ

IP
(W

A
N
)：
D
H
C
P

IP
(L
A
N
)：
1
0
.1
0
.1
4
0
.1

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｙ
Ｃ

IP
：
1
0
.1
0
.1
4
0
.1
4
0

内
線
：
3
1
4
0

近
未

来
の

遠
隔

医
療

通
訳

テ
レ
プ
レ
ゼ
ン
ス

移
動

に
人

の
手

が
か

か
る

遠
隔
で
通
訳
者
が
移
動

２
医
療
通
訳
の
将
来
性 20

09
年
ボ
ス
ト
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

自
立
走
行
型
プ
レ
ゼ
ン
ス
ロ
ボ
ッ
ト

３
プ
ロ
の
医
療
通
訳
の
育
成

３
プ
ロ
の

医
療

通
訳

の
育

成

医
療
通

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
的

と
し
た
市
民
公
開
講
座
の
開
催

瀧
澤
清

美
1 、

竹
迫
和
美

2 、
鈴
木
亮
二

1 、
酒
巻
哲
夫

1

1 群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病
院
医
療
情
報
部

2 国
際
医
療
通
訳
士
協
議
会
（
IM

IA
）
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結
果

•受
講

者
は

会
社

員
、
大

学
院

生
、
看

護
助

手
、
介
護
福
祉
士
等
の
25

名
で
、

全
講

座
を
受
講

た
者

は
名

あ
た

受
講
後

ケ
調
査

回

３
プ
ロ
の
医
療
通
訳
の
育
成

全
講

座
を
受
講

し
た
者

は
22

名
で
あ
っ
た
。
受

講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
回

答
し
た
17

名
の

結
果

は
、
講

座
の

内
容

を
理

解
で
き
た
：
13

名
(7
6.
5%

)、
あ
る

程
度

理
解

で
き
た
：
4名

(2
3.
5%

)で
あ
っ
た
。

受
講

者
（
25

名
）
内
訳 人
種

言
語

３
プ
ロ
の

医
療

通
訳

の
育

成

日
本
人
：
１
名
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
：
１
名

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

ベ
ト
ナ
ム
人
：
１
名

ベ
ト
ナ
ム
語

日
本

人
：
５
名

英
語

日
本
人
：
１
名

フ
ラ
ン
ス
語

フ
ィ
リ
ピ
ン
人

：
１
名

タ
ガ
ロ
グ
語

日
本

人
：
１
名

、
帰

化
者

：
２
名

ポ
ル

ト
ガ
ル

語

日
本

人
１
名

帰
化

者
１
名

ペ
ル

人
２
名

ス
ペ
イ
ン
語

日
本

人
：
１
名
、
帰

化
者
：
１
名
、
ペ
ル

ー
人

：
２
名

ス
ペ
イ
ン
語

在
留

韓
国
人

：
１
名

、
帰

化
者

：
１
名

韓
国

語

日
本

人
：

１
名

、
帰

化
者

：
４

名
、

中
国

人
：

１
名

中
国

語

３
プ
ロ
の
医
療
通
訳
の
育
成

『
通

訳
支
援
サ
ー
ビ
ス
』

聴
覚

言
語
障
が
い
者

や
日
本
語
を
話

せ
な
い
外

国
人

患
者

な
ど
言
葉
の
壁
を
持

つ
人

々
に
サ

ー
ビ
ス
提
供

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の

ス
ラ
イ
ド
か
ら

４
医

療
通

訳
支

援
サ

ー
ビ
ス

の
紹

介
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４
医
療
通
訳
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
紹
介

心
臓

カ
テ
ー
テ
ル

映
像

２
度

目
の

除
細

動
器

で
救

命

生
還

後
2日

目
集

中
治

療
室

に
て

身
体

障
が

い
者

手
帳

カ
ル

テ

【
瀧

澤
清
美
の
あ
ゆ
み
・
経
験
と
知
識
】

19
78

年
19

80
年

20
05

年
20

09
年

20
13

年

IT
関

連
医

学
関

連

４
医

療
通

訳
支

援
サ

ー
ビ
ス

の
紹

介

遠
隔

医
療

研
究

者

群
馬

大
学

医
学

部

ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

群
馬

大
学

医
学

部
学

位
：
医

学
修

士

20
13

年
7月

21
日

第
17

回
日
本
渡
航

医
学

学
術

集
会

平
成
24

年
度
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
医

学
賞

受
賞

者
講

演
『
ヘ
ル
ス
ラ
イ
フ
パ
ス
ポ
ー
ト
』

瀧
澤

清
美

（
群

馬
大

学
医

療
情
報
部

産
学
連
携
研
究
員
）

20
13

年
10

月
16

日
平

成
25

年
度
群
馬
県
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

『
外

国
人

や
障

害
者

が
利

用
で
き
る
多

言
語

対
応

の
自

動
音

声
緊

急
通

報
ア
プ
リ
』

瀧
澤
清
美
（
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
：
個
人
事
業
）

４
医
療
通
訳
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
紹
介

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

４
医

療
通

訳
支

援
サ

ー
ビ
ス

の
紹

介

事
業

プ
レ
ゼ
ン
大

会
「
全

国
St
ar
tu
p
Da

y
in
関

東
」
準

グ
ラ

群
馬

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド

St
ar
tu
p 
Da

y 
in
 関

東
」
準

グ
ラ

ン
プ
リ
受

賞

群
馬

イ
シ
ョ
ン
ア
ワ

ド
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
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１
・
医

療
通

訳
支

援
ア
プ
リ

２
・
医

療
通

訳
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

３
・
医

療
通

訳
育

成
セ
ミ
ナ
ー

４
医

療
通

訳
支

援
サ

ー
ビ
ス
の

紹
介

４
医
療
通
訳
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
紹
介

緊
急
通
報
ア
プ
リ

日
本

語
画

面
英

語
画

面

４
医

療
通

訳
支

援
サ

ー
ビ
ス

の
紹

介

優
位

性
：
特

願
20

13
‐1
94

79
5

群
馬
県
医
工
連
携
推
進

補
助
金

採
択
ア
プ
リ

医
療
通
訳
支
援
ア
プ
リ

患
者

主
訴

用
25

8用
語

問
診

用
20

0用
語

医
師

用
用

語

４
医
療
通
訳
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
紹
介

医
師

用
3,
98

7用
語

看
護

師
用

2,
66

4用
語

検
査

技
師

用
24

0用
語

薬
剤

師
用

41
1用

語
病

院
事

務
員

47
0用

語

優
位

性
：
特

願
20

13
‐1
94

79
5

遠
隔
医
療
通
訳
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

遠
隔

医
療

通
訳

の
講
義

IP
電

話

遠
隔

医
療

通
訳

４
医

療
通

訳
支

援
サ

ー
ビ
ス

の
紹

介

20
17

年
完

成
予
定

国
際

医
療

病
院

（
輔

仁
大

学
）

日
本

台
湾
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W
eb

医
療

通
訳

セ
ミ
ナ
ー
【
教

育
】

修
了
者
に
は

日
本

遠
隔

医
療

学
会

【
遠

隔
医

療
通

訳
分

科
会

】
修

了
証

発
行

同
時

受
講

生
25

人
講

師
は

在
宅

で
O
K

③
医

療
通

訳
育

成
セ
ミ
ナ
ー

４
医
療
通
訳
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
紹
介 画

面
表
示
イ
メ
ー
ジ

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

1
3

1
4

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

日 本 語

英 語
韓 国 語

タ イ 語

中 国 語

フ ラ ン ス 語

ポ ル ト ガ ル 語

ス ペ イ ン 語

イ タ リ ア 語

ス ロ バ キ ア 語

フ ラ マ ン 語

チ ェ コ 語

イ ン ド ネ シ ア 語

ド イ ツ 語

ト ル コ 語

ポ ー ラ ン ド 語

ロ シ ア 語

ル ー マ ニ ア 語

ヒ ン ズ ー 語

ギ リ シ ャ 語

ス ウ ェ ー デ ン 語

デ ン マ ー ク 語

フ ィ ン ラ ン ド 語

ノ ル ウ ェ イ 語

オ ラ ン ダ 語

ハ ン ガ リ ー 語

４
医

療
通

訳
支

援
サ

ー
ビ
ス

の
紹

介

市
場

規
模

２
６
言

語
話

者
合

計
４
５
億

人

全
葉

壁
越

通
訳
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
デ
モ

全
て
の

人
に
言

葉
の

壁
を
越

え
て

『
安

全
安

心
を
！

！
』

エ
ボ
ラ
出

血
熱

な
ど
の

問
診

に
も
！

！

ご
清

聴

あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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